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第３学年３組 理科学習指導案

指導者 萩原 修

１ 単元 ｢生命の連続性」 遺伝の規則性と遺伝子

２ 単元について

（１）単元観

中学校理科の目標は，自然の事物・現象に進んでかかわり，目的意識をもって観察，実験などを行い，

科学的に探究する能力の基礎と態度を育てるとともに自然の事物・現象についての理解を深め，科学的見

方や考え方を養うことである。

本教材は，第１学年「植物の生活と種類」および，第２学年「動物の生活と生物の進化」での学習をも

とに，植物と動物を総合的にとらえ，細胞レベルで見た生物の多様性と共通性および生命の連続性につい

て理解を図ることができる。

生殖によって親から子へ形質が伝わること，生命の連続性が保たれていることを学習することが本単元

のねらいであり，それぞれの生物がその生活環境に適応しながら繁殖してきたことも考えることができる

単元である。また，染色体に存在する遺伝子が形質を決めることを理解させる。

（２）指導観

生物の体を構成する最小単位として細胞を学習する。実感を持って生物体の単位としての細胞をとらえ

られるようにしたい。さまざまな生命現象を細胞がどうなると，そういうことがおきるのかを探究させた

い。そのために，細胞を舞台に，細胞の分裂，成長，生殖，遺伝をとらえ，細胞自身が生命活動をおこな

っていることを実感させる。

遺伝の規則性について，実物やモデルなどを用いた実験を行い，その実験において，根拠のある自分の

考え（仮説 （結果を分析して解釈することなどを，個人の思考からグループ，学級へと広げる作業を通）

して，より実感のともなった理解を目指す。

本時では，実物を用いて，形質とはどのようなものかを実物にはたらきかけて確認して，モデルを使っ

ての遺伝の規則性の学習へとつなげる授業である。

遺伝の規則性では，親の染色体（遺伝子）が生殖細胞へ，さらに受精によって子に染色体（遺伝子）が

引き継がれる様子を目に見える状態にし，その過程を，モデルを使って操作することで，親の染色体（遺

伝子）が子に伝わる経路を視覚的，体験的に確認することができる。また，メンデルの優性の法則が成り

立たないものもあることを理解させる。

（３）生徒の実態

３年３組は男子１９名女子２０名，計３９名のクラスである。男女混合の１０班編成で実験，観察を行

。 ， 。 ， ， ，っている 協力して取り組み 授業に積極的な生徒が多い しかし 生徒の多くは 物事に直接ふれたり

その性質や変化を調べたりする体験が少なくなっている。遺伝の学習おいて，ヒトの形質については，血

液型などとても興味を持っている。ただし，環境・身体的特徴などが関係するデリケートなものなので配

慮をしながら指導を行う。

３ 学習事前調査により読み取れる生徒の実態

本単元に関して生徒の持つ概念を把握するために該当クラスに在籍する生徒３９名を対象に以下のよう

な「学習事前調査」を行った。結果は以下の通りである。

事前調査問題

問題１ 遺伝によって伝わる生物の特徴は，どのように親から子に伝わるでしょうか。

染色体によって伝わる，遺伝子によって伝わる，ＤＮＡによって伝わるなどの記述が多く，遺伝に関す

る語句を知っている。普段の生活のなかでも，多く使われているが，理科の授業の中で使い分けて指導す
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る。両親の染色体を半分ずつもらって伝わると記述した生徒も３名いた。本時の授業で形質を伝えるもの

が対になっていることを考えるきっかけになると思う。脳から信号を送られて伝わる。日頃の親の行動，

言葉使いなどの記述もあった。

問題２ 遺伝によって伝わる生物の特徴には，どのようなものがあるでしょうか。

。 ， ， ， ， ，ヒトの形質に関する記述がほとんどであった 身長や体型 血液型 性格また 病気 個人を特定など

生徒の関心は非常に高い。授業の中の例示としてとらえないおそれもある。差別や偏見などを生じさせな

。 ， ， （ ） ，いように十分に配慮して指導する また 本時の授業では 例示としてトウモロコシの粒 種子 の色と

エンドウの種子の形を実物として取り上げる。

問題３ 親の代で，赤い花弁と白い花弁を持つ植物をかけあわせる（異なる特徴をもつ親どうしから

子どもをつくること）と，子の代の花弁のようすは，どのようになるでしょうか。また，その

理由を書いてください。

子への形質の現れ方は，親の形質に強さがあり，どちらか形質が現れると考える記述のものが半分以上

あった。赤い花弁と白い花弁という形質の情報が親から子につたわるのに，赤と白のなりやすさ（確率）

がある。赤い花と白い花がそれぞれ現れる。という抽象的ではあるが，法則性（メンデルの優性の法則）

を記述するものが多かった。赤と白が混ざってピンクと記述したもの１２人いた。どの記述も考えとして

は，正しいと思う。そしてメンデルの優性の法則が成り立つような記述と，成り立たない記述両方を記述

するものもあった。この単元で遺伝の規則性を学習するが，メンデルの優性の法則が成り立つものと成り

立たないものがあり，遺伝子は，不変ではなく，変化して子に伝えられる形質があることも考えさせる。

問題４ 種子の黄色と白と，種子の丸としわは，遺伝によって伝わる生物の特徴といってよいでしょ

うか。

ほとんどの生徒が，種子の色や形は，遺伝に伝わる生物の特徴ということを知っていた。しかし，種子

のしわは，形のちがいとはとらえておらず，しばらく，放っておくとできる。しわの溝の部分は，乾燥に

よってできると考えている生徒もいた。形質が個体に，何時，どのように発現するのかを考えさせる。種

子の色や形が，遺伝によって伝わる生物の特徴ではないと考える生徒は３名いた。

４ 全体研究と関わって

，「 」 。 （ ） ，本校全体研究は 深く考える である 課題に対して根拠のある自分の考え 仮説 を立てることと

結果が自分の考えと異なる場合は，なぜかを考えることが深く考えることと捉えた。この授業では，現象

や実物から表面上考えて理解できることもあるが，五感でとらえにくいもの，目に小さすぎて見えないも

のである染色体（遺伝子）をイメージする。その染色体（遺伝子）のふるまいを，細胞の生命活動として

深く考えることにせまる。

５ 単元の目標

｢生命の連続性」

身近な生物についての観察，実験を通して，生物の成長と殖え方，遺伝現象についてりかいさせるとと

もに，生命の連続性について認識を深める。

遺伝の規則性と遺伝子

交配実験の結果などに基づいて，親の形質が子に伝わるときの規則性を見いだすこと。
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６ 小単元の評価規準

自然事象への関心・意欲・ 科学的な思考・表現 観察，実験の技能 自然事象についての知識

態度 ・理解

①両親の形質が生殖細 ①対になっている遺伝子 ①遺伝子によって親の形①両親の特徴が子へ伝え

胞の染色体を通して子 の記号Ａとａを使い，子 質が子に伝えられるしくられていくことに関心を

に伝えられていくこと の卵細胞・精細胞や子の みを理解し，その知識を持ち，そのしくみを意欲

を，減数分裂，受精な 代の遺伝子，孫の代の遺 身につけている。的に調べようとする。

どと関連づけてとらえ 伝子の組み合わせを表現 ②有性生殖における遺伝②遺伝によって親から ，

自らの考えを導いたり できる。 には一定の規則性が見ら子，子から孫に形質が伝

まとめたりして，表現 れることや，遺伝子ならわっていくことに興味・

している。 びに減数分裂のしくみか関心を持ち，遺伝の規則

， ，性を意欲的に調べようと ②孫の代の遺伝子の組 ら その規則性を理解し

み合わせから，子の卵 知識を身につけている。する。

細胞・精細胞や，子の ③優性の形質・劣勢の形③遺伝子の本体であるＤ

代の遺伝子の組み合わ 質や分離の法則を理解ＮＡに興味・関心をも

遺伝現象 せを推測できる。 し，知識を身につけていち， に関する事

③ る。物・現象に関心をもち， ＤＮＡはわずかな確

発見の歴史や特徴などを 率であるが変化し， 遺伝子の本体はＤＮ④

調べようとする。 遺伝子が変わること Ａという物質であるこ

④遺伝子やＤＮＡに関す があることを，形質 とを理解している。

る研究の現状，成果など の変化に関連づけ， ⑤ＤＮＡはわずかな確

に興味・関心をもち，意 自らの考えを導いた 率であるが変化して遺

欲的に調べようとする。 りまとめたりして， 伝子が変わり，それに

⑤遺伝子やＤＮＡ技術が 表現している。 よって子に伝えられる

生活に利用されているこ ＤＮＡ技術 形質も変わることがあ④遺伝子や

とを意欲的に調べようと が生活に利用されて ることを理解してい

する。 いる例をもとに，便 る。

利な点や安全面の課 ⑥ ＤＮＡ技術遺伝子や

題などについて，自 の知識を身につけ，そ

らの考えを導いたり の利用や課題について

まとめたりして，表 理解している。

現している。

７ 小単元の指導計画と評価の計画 遺伝の規則性と遺伝子 計９時間

第一次 親の形質が子に伝わるしくみ（５）

第１時 事前調査，遺伝と形質

第２時 形質につい考えよう・・・本時

第３時 メンデルが行った実験

第４時 子の代への形質の伝わり方，孫の代への形質の伝わり方

第５時 遺伝子の組み合わせの確率から比率を考える。分離の法則，まとめ

第二次 遺伝子の本体

第１時 遺伝子が染色体で並んでいること（靴下とピンポン球より）

第２時 遺伝子の本体（ ）ＤＮＡ

第三次 遺伝子技術

第１時 遺伝子ＤＮＡ「パンドラの箱は開かれた」 驚異の小宇宙・人体Ⅲ

第２時 遺伝子技術について調べてみよう

事後調査
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観点学習状況の評価基準

主な学習活動・内容 自然事象についての次 自然事象への 科学的な思考・表現 観察・実験の技能

知識・理解関心・意欲・態度

・事前調査 単元の学習を開始す

るにあたり，意欲的（単元の学習を開始

第 に遺伝の規則性と遺するにあたり，遺伝

一 伝子について自らのの規則性と遺伝子に

。次 考えを明らかにするついて自らの考えを

明らかにする）( )5

・形質について ①両親の形質が生①両親の特徴が子へ

考えよう 殖細胞の染色体を伝えられていくこと

通して子に伝えらに関心を持ち，その

れていくことを，しくみを意欲的に調

減数分裂，受精なべようとする。

どと関連づけてと

らえ，自らの考え

を導いたりまとめ

たりして，表現し

ている。

・メンデルが行 ①遺伝子によって

った実験 親の形質が子に伝

えられるしくみを

理解し，その知識

を身につけてい

る。

・子の代への形 ②子の代の遺伝子 ①対になっている②遺伝によって親か

質の伝わり方， の組み合わせから 遺伝子の記号Ａとら子，子から孫に形 ，

孫の代への形質 孫の卵細胞・精細 ａを使い，子の卵質が伝わっていくこ

の伝わり方 胞や，孫の代の遺 細胞・精細胞や子とに興味・関心を持

伝子の組み合わせ の代の遺伝子，孫ち，遺伝の規則性を

を推測できる。 の代の遺伝子の組意欲的に調べようと

み合わせを表現でする。

きる。

・遺伝子の組み ①対になっている ②有性生殖におけ

合わせの確率か 遺伝子の記号Ａと る遺伝には一定の

ら比率を考える ａを使い，子の卵 規則性が見られる。

分離の法則，ま 細胞・精細胞や子 ことや，遺伝子な

とめ の代の遺伝子，孫 らびに減数分裂の
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の代の遺伝子の組 しくみから，その

み合わせを表現で 規則性を理解し，

きる。 知識を身につけて

いる。

③優性の形質・劣

性の形質や分離の

法則を理解し，知

識を身につけてい

る。

③遺伝子の本体であ 遺伝子の本体・遺伝子が染色 ①染色体で遺伝子 ④

るＤＮＡに興味・関 はＤＮＡという第 体で並んでいる が並んでいること

心をもち， 物質であること二 こと（靴下とピ 遺伝現象 を靴下とピンポン

。次 ンポン球より） 球を操作してモデに関する事物・現象 を理解している

( ) ルをつくる。2 に関心をもち，発見

の歴史や特徴などを

調べようとする。

④遺伝子やＤＮＡに ＤＮＡはわずか 遺伝子の本体・遺伝子の本体 ③ ④

ＤＮＡ 関する研究の現状， な確率であるが変 はＤＮＡという（ ）

成果などに興味・関 化し，遺伝子が変 物質であること

。心をもち，意欲的に わることがあるこ を理解している

調べようとする。 とを，形質の変化 ⑤ＤＮＡはわず

に関連づけ，自ら かな確率である

の考えを導いたり が変化して遺伝

まとめたりして， 子が変わり，そ

表現している。 れによって子に

伝えられる形質

も変わることが

あることを理解

している。

⑤遺伝子やＤＮＡ技 ＤＮＡ ⑥ ＤＮ・遺伝子ＤＮＡ ④遺伝子や 遺伝子や

術が生活に利用され 技術が生活に利用 Ａ技術の知識を第 「パンドラの箱

ていることを意欲的 されている例をも 身につけ，その二 は開かれた」

に調べようとする。 とに，便利な点や 利用や課題につ次 驚異の小宇宙・

安全面の課題など いて理解してい( ) 人体Ⅲ2

について，自らの る。

考えを導いたりま

とめたりして，表

現している。

・遺伝子技術に
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ついて調べてみ

よう

・事後調査 単元の学習を通して

考えがどのように変

化したかを意欲的に

振り返る。

８ 本時の授業

（１）日時 平成２６年７月４日（金） １４：１０～１５：００

（２）場所 山梨大学附属中学校 第２理科室

（３）題材 「親の形質が子に伝わるしくみを調べよう」

形質とは何だろううか。

形質である種子の色や形は，どのように親から子へ伝わるのだろうか。

（４）学級 ３年３組

（５）目標

・形質とは何かということを実感のともなった理解をする。

・遺伝についての既習事項を使って仮説を立てることができる。

（６）評価計画

評価規準 十分満足できる（ ） 努力を要する（ ）への手だてA C

① 色や形をよく見させて，減数分裂，自然事 両親の特徴が子へ伝えら 両親の特徴が子へ伝えられて

受精などの既習事項を確認して，調象への れていくことに関心を持 いくことに関心を持ち，その

べるように指導する。関心・ ち，そのしくみを意欲的に しくみを今までの学習をもと

調べようとする。 に意欲的に調べようとする。意欲・

態度

①両親の形質が生殖細胞の染 両親の形質が生殖細胞の染色体 色や形をよく見させて，減数分裂，科学

色体を通して子に伝えられて を通して子に伝えられていくこ 受精などの既習事項を確認して，両的な

いくことを，減数分裂，受精 とを，減数分裂，受精などと関 親の形質が生殖細胞の染色体を通し思考

などと関連づけてとらえ，自 連づけてとらえ，自らの考えを て子に伝えられていくことを，減数表現

， ，らの考えを導いたりまとめた 導いたりまとめたりして，表現 分裂 受精などと関連づけてとらえ

りして，表現している。 している。 自らの考えを導いたりまとめたりし

て，表現するように指導する。

（７）展開

評価及び・指導上の過程 時間 学習内容 教師のはたらきかけと予想される

留意点生徒の反応

展 ｢本時の課題を確認しよう。｣

開 トウモロコシの種子と，エンドウの 黄色と白色の粒が混じったトウモロ30
分 種子をみてみよう。 コシと，エンドウの丸の種子としわ
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の種子を生徒に提示する。

・色がちがう

・形がちがう

種子の黄色と白と，種子の丸としわ ・種子の色は，生物の特徴となる性 生徒の考えをだ

は，形質といってよいか。 質といってよい。 させる。

・種子のしわは，生物の特徴となる

形といってよい。

・種子ができた後，乾燥してできた

しわで形質とはいえない。

種子のしわは，何時，どのようにで

きたのだろうか。

・種子ができたときからもともとし

わがあったと考えると形質といって

よい。

・種子のしわは，乾燥してできたし

わで形質とはいえない。

・丸の種子を加熱してあぶってみた

らどうか。

・しわの種子を水につけておけば丸

の種子になるのではないか。

演示実験

種子の丸としわも形質であることを

確認する。

課題：形質である種子の色や形は，

どのように親から子へ伝わるのだろ

うか。

｢課題を追求しよう。｣

・予想する。

各自で「種子の色や形は，どのよう 今まで学習してきたことを関連させ 図や絵を使い自

に親から子へ伝わるのだろうか 」 て考えさせる。 分の考えをかか。

を考え学習プリントに記入する。 これからの学習の仮説を立てるとき せる。

の根拠となる部分を考えさせる。

・各自の考えを班の中で発表する。 形質をつたえるもの（遺伝子）はど メンデルの実験

こにあるのだろうか。 では，遺伝子が

・トウモロコシの長いめしべの中を どこあるのかわ

花粉管がのびていく。 からなかったこ

・親の精細胞と卵細胞が受精する。 とを伝える。

・減数分裂によって精細胞と卵細胞

ができる。

・減数分裂によって相同染色体が２

つの生殖細胞に分かれてはいる。

・精細胞と卵細胞の染色体が合わ

さって染色体の数がもどる。

・染色体によって親から子に色や形

が伝わる。

・親から半分ずつ染色体をもらう。

・形質を伝えるもとになるものがあ



- 8 -理

る。

・遺伝子によって親から子に伝わ

る。

・染色体に形質を伝えるもとになる

ものがあると考え，相同染色体の同

じ位置にある。

・各班で互いの考えをもとに話し合 白色ボード

い，話し合ったことを白色ボードに

まとめる。

・各班の考えを発表する。 それぞれの考えに順序を立てて考 トウモロコシの

えさせる。 染色体数２０

染色体の図を提示する。 エンドウの染色

体数１４

ま ｢課題を追求する手だてを考える 」20 。

と 分 くつ下とピンポン球を提示する。 くつ下の大きさ

め ・くつ下は染色体である。 を変えてピンポ

・ピンポン球が形質を伝えるもとに ン球の入ったく

。なるもの つ下を提示する

くつ下を染色体として，ピンポン球

を遺伝子とする。

どのような操作をしたらよいだろ

うか。
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